
令和５年４月から稲城分区

の分区長を務めさせて頂いて

おります。保護司に委嘱され

て14年目になります。会員の

皆様のご支援とご協力を頂き

ながら、微力ながら精一杯分

区活動に取り組んで行く覚悟ですので、どうぞ

よろしくお願いいたします。

さて、今年度は新型コロナウィルス感染症が

収束に向かい、本来の保護司活動を再開しまし

た。７月３日に実施した「第73回社会を明るく

する運動」は、中学生や各種団体等22団体の方々

にご参加を頂きました。市内６駅頭及び平尾バ

ス停の計７か所、又、ジャイアンツ球場や各地

区夏祭り、盆踊り会場等で啓発グッズのウェッ

トティッシュを配布し社明運動を盛り上げまし

た。併せて、中学校には作文コンテストの応募

を呼びかけ犯罪予防啓発活動にご協力を頂きま

した。

全国の保護司会では、今後、保護司の高齢化に

よる退任保護司の増加、保護司適任者確保の困

難性等により保護司制度への危機感が問われて

おります。

稲城分区におきましては、引き続き、保護司

候補者検討協議会や会員・諸団体からの推薦等

で新任保護司を発掘して行きたいと考えており

ます。保護司は健康で活動力を有していること

等４つの条件が揃えば、法務大臣から非常勤の

国家公務員として委嘱されます。熱意を持って

犯罪や非行をした人達の立ち直りを支える人が

必要です。又、保護司活動も時代と共に社会状況

や生活・地域環境の変化により活動維持が難しく

なってきております。今後、保護司の負担軽減

等を図りつつ罪を犯した人や非行のある少年の

改善更生を助け、犯罪や非行の防止と立ち直り

支援活動を実施して行きたいと考えております。

今後とも会員・関係団体の方々のご指導、ご

協力をお願い申し上げます。
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この度、法務大臣表彰という

栄えある賞に浴することができ、

身に余る光栄でございます。

優しい気持ちで人の話を聞く

ことはできるかもしれないと保護司をお引き受

けしたものの当初は不安でいっぱいでした。す

ぐに少年を担当することになり、力がないなど

と考えている場合ではなく、保護観察官のご指

導を受けながら少年と、そのご家族と向き合い、

精一杯頑張ったことが思い出されます。

サポートセンターでは、開設後、人と人との

繋がりの大切さを一番にサポートセンターに関

わり、多くのことを学ばせていただきました。

保護司の拝命を受けましてから22年、保護司

として世の中でお役に立っているかとの思いを

常に抱き、悩むこともありましたが、このよう

な私が長い間、保護司を続けていられますのも、

温かく励ましてくださいました諸先輩をはじめ

地区保護司会の皆様方のおかげと心から感謝申

し上げます。

これからも初心を忘れず、この受賞に恥じな

いよう身を引き締めて、頑張ってまいりたいと

思います。
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令和５年11月28日に、「浅草公会堂」におい

て、東京都保護司会連合会創立70周年記念東京

更生保護大会が開催されました。

清興、開会のことば、物故者への黙とう、国

歌斉唱、天皇陛下のおことば奉読、式辞、あい

さつと続き、令和５年度東京都更生保護事業関

係者の顕彰が行われました。その後被顕彰者謝

辞、祝辞、来賓紹介、祝電披露、大会宣言があ

り、次回開催地区である八王子地区保護司会の

前田善一郎会長からのあいさつ、最後に手締め

により閉会となりました。

また、令和５年12月８日には、「ホテルエミ

シア東京立川」において、令和５年度多摩地区

保護司会連絡協議会主催の受彰祝賀会が開催さ

れました。日野・多摩・稲城地区保護司会では、

松本ちづ子保護司（法務大臣表彰）が紹介され、

地区ごとに写真撮影が行われました。

＜令和５年度被顕彰者＞

法務大臣表彰を受彰して
日野分区 松本 ちづ子

法務大臣表彰

松本ちづ子

全国保護司連盟理事長表彰

三枝 玲子 西川 毅

関東地方更生保護委員会委員長表彰

川久保和壽 持田 幸子 飯島 文彦

内山 晃次 廣澤 伸幸

関東地方保護司連盟会長表彰

出沼恵美子

東京保護観察所長表彰

熊谷 弘 庚塚 克子 井上 裕由

東京都保護司会連合会会長表彰

尾又 孝行 関 裕子 佐藤 和子

中村マコト 楢﨑 嘉子

全国保護司連盟理事長表彰（家族功労）

土方 圭子（土方 三男の妻）

令和5年度 東京都更生保護事業 顕彰者のご紹介

「「新新
日野



令和６年１月11日（木）木曾路 多摩ニュー

タウン店にて、来賓11名、名誉会員７名、保護

司43名の出席で開催されました。

第１部の式典では、開会のことばを大須賀

良子副会長が述べ、日野・多摩・稲城地区保護

司会土方三男会長より新春の挨拶を申し上げま

した。

続いて、ご来賓の東京保護観察所立川支部土

公千鶴支部長、大坪冬彦日野市長、髙橋勝浩稲

城市長の皆様からご祝辞をいただきました。そ

して、来賓、名誉会員の方々のご紹介をいたし

ました。

その後、令和５年度の被顕彰者の披露があり、

被顕彰者を代表して、法務大臣表彰を受けた松

本ちづ子保護司より謝意が述べられ、第１部の

式典を終了いたしました。

休憩の後、第２部の懇親会が始まり、公務の

ため第２部に駆けつけていただいた阿部裕行多

摩市長からご祝辞をいただきました。

次に多摩地区保護司会連絡協議会前田善一郎

会長と日野・多摩・稲城地区更生保護女性会関

戸良会長からご挨拶をいただきました。

そして当地区桐友会佐伯進会長から乾杯のご

発声があり、第２部懇親会がにぎやかに始まり

ました。

会食の途中、令和５年５月並びに９月に委嘱

された新任保護司の紹介を行い、多摩分区の北

野勝保護司から自己紹介がなされました。

余興では、初めての試みとして、くじ引きが

行われ、鉢花や和・洋菓子が景品として配られ、

全員に記念品が渡されました。

最後に、松浦昇副会長が閉会のことばを述べ、

その後、分区毎の記念集合写真の撮影を行い、

お開きとなりました。

参加者全員の満面の笑みが印象に残った、

「2024年新春の集い」でした。

日野・多摩・稲

城地区支部は、保

護司を卒業した会

員19人で組織して

います。

本会の主たる目

的は、第一に、会員の親睦交流と情報交換を深

めること、第二は、地区保護司会と連携を図り

つつ側面から協力を行うことです。

毎年行っている活動の主なものは、定期総会・

懇親会の開催であります。来賓として地区保護

司会の会長･総務部長のご出席を頂いております。

この日は会員が一年に一度、一同に会する機

会でもあり、総会議題の審議はもとより、親睦

と交流を深める最大の場であります。

残念なことは、東京桐友会が毎年開催してき

た「会員の集い」が会場の確保のこと等から開

催されないことです。

地区保護司会との関連としては、「社会を明

るくする運動」の啓発事業への参加と、保護司

候補者検討協議会への参加です。
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令令令和和和６６６年年年

「「「新新新春春春ののの集集集いいい」」」開開開催催催

作文コンテスト受賞者

【佳作】

日野市立三沢中学校 ２年

盛島 薫『人と人との繋がり』

【奨励賞】

日野市立潤徳小学校 日野市立三沢中学校

多摩市立落合中学校 多摩市立諏訪中学校

多摩市立青陵中学校 多摩市立多摩中学校

多摩市立多摩永山中学校 多摩市立鶴牧中学校

稲城市立稲城第四中学校

協力者に対する感謝状受彰者

【東京都推進委員会委員長感謝状】

多摩防火女性クラブ 多摩稲城交通安全女性会

真 明 寺

【東京保護観察所長感謝状】

髙西寺 多摩市青少年問題協議会東寺方地区委員会

令令和和55年年度度「「社社会会をを明明るるくくすするる運運動動」」

作作文文ココンンテテスストト受受賞賞者者とと協協力力者者感感謝謝状状受受彰彰者者のの紹紹介介

日野･多摩･稲城地区桐友会会長 佐伯 進

日日野野・・多多摩摩・・稲稲城城地地区区
桐桐友友会会報報告告



視察研修に参加して

10月19日～20日 コロナ禍が開けて初めての視

察研修先（11名参加）は、静岡県にある駿府学園を

訪れました。思い起こせば保護司に任命されて、

数年後に研修に来た記憶を少しずつ思い出しま

した。

駿府学園は今年９月の台風で建物の１階部分

に汚泥が流れ込み、大変な労力が費やされて綺

麗になったそうです。

建物自体も令和３年に改修工事が完了したと

の事で、在院者が暮らす部屋は、個室が多くそ

れぞれベッドが置かれており、トイレや洗面所等

に自由に行けるとの事でした。もちろんその棟の

入り口は施錠がされていますが、これまで私が視

察してきた施設の中では一番、近代的で今の時

代（若者）に沿った印象がありました。

施設見学

の前に、刑

務官から少

年院の概要

と駿府学園

の現状説明

を伺いまし

た。現在の収容人数が18名であることや、最大

60名収容が可能であるとの事でした。

施設内見学の後、質疑応答では色々な質問が

出ましたが、なかでも一日の食費を尋ねると一

人520円の予算だそうです。お米は別であるとの

事でしたが、パンや麺になると予算の中からの支

出になるとのことでした。畑で採れたナスや大根

も食事に使われることも伺えました。

高卒認定試験も受けられるとの事でしたが、

短期処遇のため、申し込みと受験日がその中に

入らなくて、受けることが出来ないこともある様

でした。罪を犯した少年たちは、ここで規則正し

い生活をして社会に戻っていきます。説明をして

くださった刑務官の言葉の端々に少年たちに向

ける厳しくも温かい言葉も印象に強く残りました。

稲城･多摩の保護司会の方々にも「是非、駿府学

園にお越し頂きたい」とのご伝言がございました。

研修後は、親睦を深め今回の視察研修は実り

多き秋となりました。 （報告：水野 京子）

多摩少年院視察研修報告

12月12日 参加者：13名

多摩少年院院長 池田一氏のご挨拶から山崎講

師、小門講師による説明を頂きました。

11月1日～2日視察研修

11月１日～２日

多摩分区の視察研修

は秋晴れの中15名の

参加で実施しました。

１日目は「赤城少

年院」を訪れ院の歴

史や役割の説明を受

け、施設内を見学。施設はどこも温かみがあり、

少年たちの学びの成果や刻まれた言葉など、展

示物一つ一つに彼らのおかれていた状況や思いが

見えてきて心を打たれました。２日目は渋澤栄一

記念館、旧渋沢邸「中の家」を見学し、充実し

た視察研修と会員相互の親睦を深めることがで

きた２日間でした。（報告：幹事 降矢 英文）

12月５日年末懇親会

聖蹟桜ヶ丘駅前の会場にて、日野・多摩・稲

城地区更生保護女性会関戸良会長をはじめ、日

頃お世話になっている更女の皆様とともに、「多

摩分区年末懇親会」を開催いたしました。川井

博之分区長の挨拶の後、令和５年度表彰を受け

られた方を代表して秋の叙勲を受けられました紀

初子さんから授賞式の思い出話をいただくなどス

ピーチがあり、分区会員一同が一年を振り返り

ました。27名の参加者それぞれで話が弾み、有

意義な懇親の場となりました。

（報告：幹事 加藤 晃章）

令和６年２月20日 第３回多摩市社会を明るく

する運動社明作文コンテスト表彰式

今年度も多摩市永山公民館ベルブホールで社

明作文コンテスト表彰式を行いました。阿部市

長をはじめ、千葉教育長、日野・多摩・稲城地区

更生保護女性会会長、同多摩副分区長、多摩市

立中学校校長、関係者の皆様をお迎えして開催

しました。

当日は寄せられた713作品の中で、最優秀賞１

名、優秀賞９名の方が多摩市推進委員長の阿部

市長より表彰されました。

又、今年度より新たに、日野・多摩・稲城地区更

生保護女性会多摩分区長賞も新設いたしました。

作文コンテストを通して、生徒の皆さんに更

生保護活動への理解が広がる事を期待します。

皆様のご協力に感謝いたします。

（報告：分区長 川井 博之）
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稲城分区の本年度の活動は年４回の分区会・

臨時会と自主研修・処遇研修を其々実施してお

ります。社明運動関係から活動が始まります。

９月には観察官、市長、副市長、担当課職員、保

護司、そして保護司家族の方々が先輩保護司宅

に集合し恒例の懇親会を開催しました。日頃か

ら皆さんと充分に交流する時間が取れない中、

この日は先輩、後輩、忖度なしの親睦会で、皆

さんとの和気藹々とした楽しい時間はお互いを

理解し、その後の活動に多いに役立っておりま

す。10月は本年度、第６ブロック保護司組織運

営連絡協議会当番地区になり担当となった保護

司は貴重な体験をすることが出来ました。その

後の保護観察活動に良い効果が出てきておりま

す。11月には「笑う刑務所」で有名な横浜刑務

所を視察見学

しました。幕

府の開国と同

時に伊豆下田

に作られた奉

行所管轄の囚

獄をルーツと

しており、26

歳以下の犯罪傾向の進んだ男性受刑者収容施設

で、Ｂ級、Ｆ級を収容し、敷地面積85,382㎡、

定員1225名の大規模刑務所です。刑務作業の一

環として製麺作業が有名でキャピック製品のう

どん・パスタ、他に石鹸も地域の方々には人気

があります。また、職業訓練により資格を取得

させ就労支援による社会復帰に取り組んでいま

す。施設見学後活発な質疑応答が行われ、有意

義な横浜刑務所の視察研修でした。12月には保

護司、市長、担当課職員が一同に集まり一年間

の労をねぎらう懇親会をよみうりランド内レスト

ランで開催し、仲間と親睦を深めました。

稲城分区は普段から保護司同士が意気投合し

団結力が強く難題に直面しても保護司全員の問

題として捉え適切な解決を見出しております。

年間をとおして学校、地域との交流活動には多

くの保護司が参加し、稲城市全体の犯罪予防と

更生活動に努めております。

サササポポポーーートトトセセセンンンタタターーー

「「「懇懇懇談談談会会会」」」ののの報報報告告告

「相談できる環境づくり」を目的として、令和元

年度から始まったサポートセンター「懇談会」が、

12月７日約３年振りに地区会員20人の参加によ

り開催されました。経験の少ない５年未満の保

護司と10年以上の経験を持つベテラン保護司と

の懇談会として企画されました。

はじめに参加会員全員の自己紹介があり、続

いて、事前に17人からいただいたアンケートの内

容説明が行われました。新任保護司の困ってい

ること、ベテラン保護司が新任の頃困っていたこ

と・どのように対策したかなど幾つかが、生の声

で発表されました。

全体懇談では、新任保護司の苦戦しているケー

スが題材となり、ベテラン保護司から具体的な

アドバイスが多数発言され、新任保護司の皆さ

んが多くを学ぶ機会となりました。最後に３つ

のグループに分かれた懇談が和やかに行われ閉

会となりました。今後も、保護司の誰もが直面

する課題を共有

し、意見交換が

できる有意義な

場となるよう企

画していきたい

と考えています。
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稲稲城城分分区区 活活動動報報告告

保護司 一一言言リリレレーー

私は、退職後に、書道

の勉強を始めました。指導

をして下さった先生が、

「漢字」や「かな」だけで

はなく、両方の混じった

『詩文書』の書き方で、展

覧会への作品制作をしていました。其れを見

て、私も書いてみたいと思い、直ぐに指導を

仰ぎました。幸いにも一回目の作品提出の展

覧会に入選しました。その後は「創玄展」や

「毎日展」の展覧会において秀逸や佳作・秀作

の賞を頂き、それが大きな励みとなりました。

現在も楽しく筆を持って書いており、本日ま

で続けております。私は、書道では邪道かも

しれませんが、実は、横書きの作品制作をし

ております。 （イラスト 中村マコト）

稲城分区 唐木 洋子



１．地域別定例研修の実施

○第Ⅰ期「生活環境の調整について」

○第Ⅱ期「更生保護法の一部改正について」

○第Ⅲ期「面接について」

昨年度と同様、観察官をお迎えし、対面で

受講しました。保護司の必須研修ですが、今

年度も受講率100％を達成できませんでした。

２．地域処遇会議の実施

第Ⅲ期地域別定例研修終了後、地域処遇会

議を開催し、今年度の特別研修等に参加した

方から報告をい

ただきました。

「被害者の思い

に応える更生保

護」の話では質

問が飛び交って

いました。

３．新任保護司対象研修会の実施

11月15日に事業計画より２か月遅れ、３名

の新任保護司の方にご参加いただき、開催し

ました。関係保護司から地区保護司会の活動

やセンター・各専門部・各分区等について説

明があった後、先輩・後輩保護司が自由に話

し合える時間を取りました。

４．SST研修の実施

SSTとは、SocialSkillsTrainingの略で、

対人関係など社会生活に必要なスキルを学ぶ

訓練のことです。今年度は抽選に当たり、研

修を開催することができました。参加人数限

定もあって、16名の参加でしたが、講師の品

田秀樹先生（新潟県長岡地区保護司会副会長）

より「面接の基本」を学びました。参加者か

らは「演習もあって役に立った」との声があ

りました。

一年間、研修部の活動にご協力いただき、

御礼申し上げます。来年度は視察研修も実施

する予定でいます。今後ともよろしくお願い

します。

高幡台サポートセンター移転後も、百草台サ

ポートサポートセンターと同様に、植栽を行う

予定でしたが、諸々の事情で、植栽の実施が難

しくなり年間計画を大幅に変更せざるを得ませ

んでした。したがって、今年度は地域活動部員

のみの研修会を中心に実施する事に決めました。

①７月11日－サポートセンターにて、地域活動

部会後に、立川支部の大竹観察官に来所して頂

き、「社会貢献と社会参加活動について」の話

を伺いました。

その後、社会参加活動の一環として、稲城市

の就労継続支援Ｂ型事務所「エイトピア工房」

の使用している畑の作業の草取りに参加をしま

した。

②10月７日－社会参加活動として、京王稲城駅

の緑のフェンスであるイタビカズラの剪定をい

なぎグリーン

ウェルネス財

団･稲城市緑

地課の方と行

いました。13

人の参加者は、

汗を流して頑

張りました。

③12月13日－日野市に有る社会参加活動受け入

れ施設の「工房・夢ふうせん」を11人で訪問・

見学しました。施設長の案内で、施設の見学や

入所者の作業の様子を見せて頂き、施設で作製

しているパンや作品等を購入して帰りました。

④１月18日－「東日本成人矯正医療センター」

を訪問しました。訪問時間厳守と言う事で、早

めに到着しました。センターは、とても素晴ら

しく、大きな施設で迷子になりそうなくらい広

く、設備は、TVで見るような立派な手術室も有

り、安心して治療を受けられる施設で有ること

がわかりました。とても有意義な訪問でした。
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令和５年度 専 門 部 の 活 動

研 修 部 部長 飯島 文彦 地域活動部 部長 唐木 洋子

情情情報報報



令和５年版犯罪白書及び新聞報道によれば、

刑法犯の認知件数は、平成８年から毎年戦後最

多を更新して平成14年に約285万件と戦後最多を

記録しましたが、新型コロナウィルスの影響もあ

り、平成15年には減少に転じて、以降19年連続

減少し、令和３年には約56万件と戦後最少を記

録しました。しかし、人々の生活が日常に戻りつ

つあった令和４年はその揺り戻しにより、約60万

件と20年ぶりに増加に転じ、昨年は前年比17％

増の約70万件と２年連続で増加しています。

個別の犯罪については、自転車盗やひったくり

盗、暴行、傷害など「街頭犯罪」が前年比21％増

の24万3995件となり、一方でＳＮＳなどを利用し

た「非対面型」の犯罪も増加しています。また、

殺人や性犯罪などの「重要犯罪」は前年比29.8％

増の１万2375件でコロナ禍前の令和２年比でも

25％の大幅増となっています。息子や孫を装うオ

レオレ詐欺などの「特殊詐欺」は認知件数が前年

比8.3％増の１万9033件で、被害額も前年より約

70億円多い約441億円に達しました。児童虐待事

件、配偶者暴力事件、サイバー犯罪、特殊詐欺事件

の検挙件数も増加傾向や高止まり状態にあります。

この流れの中で保護観察の動向について述べま

すと、令和４年末の保護観察を開始した人員は、

保護観察処分少年は9,108人で前年より824人減

少（前年比8.3％減）し、仮退院者は1,359人で前年

より201人減少（前年比7.3％減）し、仮釈放者は

10,636人で、前年より194人減少（前年比1.8％減）

し、保護観察付執行猶予者は2,893人で前年より

も、408人減少（前年比12.4％減）し、いずれの保

護観察についても保護観察開始人員が毎年少しず

つでありますが減少していることが明らかです。

令和４年の保護観察係属件数は、1号観察が

8,369件で674件減（前年比7.4％減）、2号観察は

1,477件で320件減（前年比17.8％減）、3号観察は

3,973件で232件減（5.5％減）、4号観察は8,672件で

908件減（前年比9.5％減）、保護観察総数は22,511

件で前年比2,134件減（8.7％減）で毎年少しずつ

ではありますが、全ての号種の保護観察事件数に

ついても減少していることが分かると思います。

立川管内でも保護観察事件数は年々減少してお

り、令和５年末の保護観察係属件数は、642件（更生

保護施設分及び１号交通短期保護観察を除く）で、

前年比１％、件数にして15件も減少しています。

右表は令和５年末の立川管内及び日野・多摩・

稲城地区の係属事件数と令和５年１年間の受理

件数です。

保護観察事件については、地区全体の係属事

件数が昨年に続き前年から10件減少しています。

分区ごとに見てみると、日野分区が大幅に減少

（前年比８件減）しています。多摩分区は微減

（同２件減）し、稲城分区は増減はありませんで

した。受理件数については、日野分区が１号観察

が前年の２倍になった影響で４件増加し、稲城分

区も１号観察が３倍になった影響で５件増加しま

したが、多摩分区は逆に７件減少して、全体とし

ては受理件数は２件増加しましたが、それ以上に

終結事件が多かったため、地区全体の係属事件は

前年より減少しています。

生活環境調整事件については、立川支部管内全

体としては前年比で200件近く減少してますが、

地区全体の係属件数としては反対に前年より５件

増加しています。分区ごとに見てみると、日野分区

は前年より４件増加し、多摩分区も２件増加し、

逆に稲城分区は１件減少しましたが地区全体とし

ては生活環境調整の事件数は増加傾向にあります。

今後とも保護司の皆様と力を合わせ、犯罪予

防活動及び保護観察対象者の改善更生のために

尽力したいと思いますので、どうぞよろしくお願

いします。
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情情情情報報報報ＢＢＢＢＯＯＯＯＸＸＸＸ 令和５年度日野･多摩･稲城地区管内の動向
東京保護観察所立川支部 竹内 研児 主任保護観察官

【表１】保護観察事件係属件数（令和５年12月末）
１号

（ ）内は特定
少年内数

２号
（ ）内は特定
少年内数

３号 ４号
合計

全部実刑一部猶予全部猶予一部猶予

立川支部 278（112）66（23）108 6 133 51642（135）

日野･多摩･稲城 13（6） 3（0） 4 0 13 4 37

日 野 5（3） 1（0） 1 0 6 2 15

多 摩 2（1） 2（0） 2 0 4 2 12

稲 城 6（2） 0（0） 1 0 3 0 10

【表２】保護観察新規受理件数（令和５年１月１日から同年12月31日まで）
１号

（ ）内は特定
少年内数

２号
（ ）内は特定
少年内数

３号 ４号
合計

全部実刑 一部猶予 全部猶予 一部猶予

立川支部 282（116）53（23） 287 26 48 38 734

日野･多摩･稲城 18（5） 2（1） 8 0 6 3 37

日 野 8（4） 0（0） 3 0 2 2 15

多 摩 4（0） 1（0） 2 0 2 1 10

稲 城 6（1） 1（1） 3 0 2 0 12

【表３】生活環境調整事件係属件数（令和５年12月末）

刑事施設 少年院
（ ）内は特定少年

合 計
全部実刑 一部猶予

立川支部 976 30 62（39） 1,068

日野･多摩･稲城 39 2 4（2） 45

日 野 21 1 2（1） 24

多 摩 16 0 0（0） 16

稲 城 2 1 2（1） 5
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紙 写 真 の 説 明

―稲城市立学校給食共同調理場―

稲城市立学校給食共同調理場第一調理場は、昭

和46年から稼働していた旧第一調理場の老朽化に

伴い移転を進め、令和２年９月に完成し、令和３

年４月から本格稼働となりました。

この第一調理場は、最新の衛生管理基準に対応

し、一日最大6,500食の調理能力に加え、一日100

食の食物アレルギー対応食を提供できる専用の調

理室や災害時に炊き出し対応ができる炊飯設備を

備えています。さらに、３階の会議室では調理工

程の見学や、エアシャワーや調理釜などを体験で

きるスペースもあります。

表

西 川 毅 氏 （稲城分区）

任命：2007年５月15日

退任：2023年11月30日 （在任：16年）

平成27年～平成28年 サポートセンター長

山 口 慶 隆 氏 （日野分区）

任命：2017年９月17日

退任：2023年12月31日 （在任：６年）

退 任 者 の ご 紹 介

ご苦労様でした

新 任 の ご 挨 拶
ご活躍を期待します

令和６年２月１日委嘱

稲城分区 川
かわ

﨑
さき

琢
たく

磨
ま

（研修部）

皆様初めまして、この度二月一

日付で保護司の仲間入りをさせて

いただきました、稲城市在住川﨑

琢磨と申します。理解していない

ことが多々有りますので、ご指導ご鞭撻の程よ

ろしくお願いいたします。

初めて保護司にお誘いをいただいたのは、５

年ほど前になります。

仕事や他の活動を理由にお断りをしていました

が、定期的にお声がけをいただき今に至ります。

職業柄、色々な方とコミュニケーションを取るの

は好きな方です。保護司の活動は、寄り添いな

がら、自分の糧にもなるよう努めていきたく思っ

ております。よろしくお願いいたします。

広報部三役が全員初心者の中、広報部再任の

ベテラン部員の方々のアドバイスを受けながら、

今年度３回目の会報を発行することができました。

部会に参加して下さった部員の皆様、忙しい

中にもかかわらず寄稿して下さった皆様に御礼

申し上げます。

来年度の会報が、さらに良いものになるよう

広報部一同、努力する所存です。

■サポートセンター高幡台
〒191-0042
日野市程久保550番地
電話 042-593-0950 FAX042-506-5474
メールアドレス：vpocentormog@true.ocn.ne.jp

編 集 後 記

芦川 正雄 （稲城分区）

任命：2002年２月１日

退任：2024年１月31日

（在任：22年）

少しは社会の役に立ちたいと思い不安は有っ

たが保護司を引き受けました。

保護司にも対象者にも「有るべき姿」が有ると

考え皆に同じような気持ちで対応していました。

予定を守らない人、街で会うと気軽に挨拶を

してくれる人、様々な個性を持った対象者との

対応は満足に出来ていない事も有ったのが反省

する点でした。私が地域で保護司を依頼しに行っ

た時、即座に断られる事がほとんどでした。こ

れからは保護司候補者検討協議会に期待してい

ます。

退任保護司のご挨拶

馬場 房義 （稲城分区）

任命：2010年２月１日

退任：2024年１月31日

（在任：14年）

この度14年間の保護司活動を満期退任いたし

ました。思い返せば保護司を拝命する際、対象

者と信頼関係を築けるのか等の不安もありまし

たが、何とか勤め上げることができましたのも、

先輩方のご指導の下、多くの関係者の皆様に支

えて頂いた結果であるというほかありません。

保護司になったことで出会えた方々、教えて頂

いたことや様々な活動も私の人生の宝物です。

心より感謝申し上げます。

最後に当地区保護司会の益々のご発展と皆様

のご健勝をお祈り申し上げ退任の挨拶といたし

ます。ありがとうございました。


